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⑤ 環境関連映像のアーカイブ化
放送人環境ネットワーク（仮）の設立

施策⑤

※“ﾈｯﾄﾜｰｸ設立”呼びかけ人（案）：

放送局社長、著名キャスター、タレント、脚本家

※事務局（案）：

博報堂ＤＹメディアパートナーズ

民放各局
ＮＨＫ（ＮＨＫエンタープライズ） 環境映像バンク

番組での使用啓蒙ビデオ制作

地球温暖化啓蒙イベント、ＷＥＢサイト、

学校教育の場などで映像を活用

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

民放連／ＮＨＫ（ＮＨＫｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ）

教育関係者／一般生活者

ネットワークメンバーより依頼し、民放各局、

ＮＨＫが放送した番組で使用した映像、放

送未使用の映像を無償で提供して頂き、地

球温暖化啓蒙イベント、ＷＥＢサイト、学校

教育の場で活用することにより、健全な危機

意識の醸成に役立てる。（著作権調整必

要）

チーム員登録者数の増加
ＣＯ2削減

協力依頼済

民放連
NHK

NHKエンタープライズ
と連携
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学校活動

こども国連環境会議出席こども国連環境会議出席

優秀小学校の児童代表が

実践型ツールの活用

小池大臣が優秀校を表彰小池大臣が優秀校を表彰

社会へのムーブメント

実践検証

世界環境大使として世界遺産へ世界環境大使として世界遺産へ

優秀中学校の生徒代表が

手づくり日めくりＥＣＯ標語
家庭用日めくりＥＣＯ標語

省エネナビの設置
家庭用ＥＣＯ標語の回収
↓スクールＥＣＯ通信簿提出

事前ＰＲ
（小池大臣）

事前ＰＲ
（小池大臣）

ＥＣＯ入門ビデオ（ＤＶＤ）送付ＥＣＯ入門ビデオ（ＤＶＤ）送付

掲示用ポスター掲示用ポスター

初期学校案内ツール（パンフレット）初期学校案内ツール（パンフレット）

プロジェクト参加プレートの贈呈プロジェクト参加プレートの贈呈

前年度３月・１学期

注目（全体にＰＲ）

告知・理解
参加校のみ

夏休み～２学期

教育新聞社新聞

３学期～次年度

（掲示用ポスター）

送付校（全国都市部）

ECO授業の実施
・小池大臣／チーム員著名人授業
・チームマイナス６％講師授業
・風呂敷とＥＣＯ
・地域とＥＣＯ
・気象とＥＣＯ

基本活動

チーム・マイナス６％への登録
教師・児童／生徒 ⇒ 家庭

さらに優秀なスペシャルチームには

夏休みは
家庭とも連携

⑩ 小中学校教育企画
みんなで地球を守ろうプロジェクト

施策⑩
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

⑪ ～アーティストコラボレーション～
音楽イベントでの映像訴求

バンクバンド／音制連／野外フェス／オフィスオーガスタ
チーム・マイナス６％参加企業／ＮＰＯ・ＮＧＯ

一般／若者

・アーティストのチーム・マイナス６％への参加
・アーティストによる観客への地球温暖化問題啓蒙
・観客（ファン）による具体的なアクトの実行
・観客（ファン）のチーム員登録
・ライブコンテンツの活用による来場者以外への広がり（ＤＶＤ、楽曲など）
・チーム・マイナス６％ブースの設置（加入促進）
・グリーン電力証書付きＴシャツ、エコバッグ、ミサンガの販売 実行しやすいアクトの提示、収益金の寄付
・ＮＰＯボランティアなどの参加、フリーマーケットの実施などによる参加フレーム

チーム員登録者数の増加
グリーン電力証書付きＴシャツ、グリーンミサンガなどの

販売によるＣＯ2削減

施策⑪

各種音楽団体

との連携

協力依頼済
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4.「集中キャンペーンの実施」について

計画詳細篇
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105詳細篇1. 「集中キャンペーンの実施」： 基本方針

「政府の本気」の提示による
「テコの原理」の活用と
「自然増殖」の創出

エアコン／冷蔵庫を中心としたボーナス商
戦の山場である６月にむけ、効果が最大
化するタイミングを狙って、集中的にメー
カー／流通に「政府の本気」を伝える。

政府のメッセージを起点に
メーカーから店頭まで一貫させた

ストーリーでの情報展開

昨年７月の政府メッセージ「産業革命の
つぎは環境革命です」の流れを受け、小
泉総理→小池大臣→家電メーカー＆家
電流通において、一貫したストーリーでの
情報を展開し、国民の行動喚起につな
げる。

メーカー／流通が連動して
活用可能なキーワードの開発･発信

昨年度の取組１における「COOL BIZ」/
「WARM BIZ」に相当するような、メーカー
／流通の独自展開上でも自主的に活用
可能なキーワードを開発し、連携して発信
していく。

取組4を中心に
「政府の本気」が伝わるメッセージを起点とした

家電メーカー・流通を巻き込むキャンペーンの実施

具体的には？

なぜ取組4に
集中するのか？
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図表. なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? (1/5)

詳細篇1-1 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? 

｢省ｴﾈ製品買替｣は｢6つの取組｣のうち1度の行動で得られるCO2削減効果が最も高い為､早期に取り組むことでCO2
削減に大きく寄与する事から、特に注力すべき取組と考えられる。

1度の行動で得られる
CO2削減効果

取組1. 温度調節を通した削減取組1. 温度調節を通した削減

取組2. 水道利用を通した削減取組2. 水道利用を通した削減

取組3. 自動車利用を通した削減取組3. 自動車利用を通した削減

取組4. 商品選択を通した削減取組4. 商品選択を通した削減

取組5. ゴミを通した削減取組5. ゴミを通した削減

取組6. 電源を通した削減取組6. 電源を通した削減

0.033(Kg)

0.068(Kg)

0.041(Kg)

45.769(Kg)

0.061(Kg)

0.033(Kg)

CO2削減効果が
最も高い

「６つの取組」

出典： ふたりで始める「環のくらし」 （環境省）
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107詳細篇1-2 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? 

出典: (*1) 日本電機工業会、日本情報技術産業会、日本冷凍空調工業会を元に作成

冷蔵庫・ﾃﾚﾋﾞ・ｴｱｺﾝ・洗濯機の出荷台数(総数)(*1)

平成18
(予想)

(万台)

3,000

平成9年4月の消費税増
税前の駆け込み需要

平
成
５
～
１
６
年
の

平
均
出
荷
台
数

平成
17

平成
14

平成
11

平成
8

2,000

平成14～16年の
買い控え（想定）

増
加
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

4,000

平成
5

①

②

■ 平成8年購入の家電買替時期到来
- 消費税増税前の駆け込み購入家電の買替が

予想される(ﾗｲﾌｻｲｸﾙを10年と仮定)。

■ 平成14～16年家電買い控えたと
想定される層の需要拡大

- 平成14～16年に家電の購入を控えていた分、
平成18年には家電需要が増加するﾎﾟﾃﾝｼｬﾙが高
いと予想される。

■ 団塊世代の退職による消費拡大
- 団塊世代の退職に伴い、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電等の
買替が予想される。

- 退職後の消費意欲の高いものの3位に家電

（さらに需要を押し上げる要因）＋①

■ 平成18年実施ｲﾍﾞﾝﾄ等による需要増加

・「サッカーワールドカップ2006」の
開催による消費拡大

（平成18年6月9日～7月9日）
- 自宅観戦に伴い、ﾃﾚﾋﾞ買替が予想される。

・ 地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送の地方都市への
ｻｰﾋﾞｽ開始による消費拡大

（平成18年12月迄に開始）
- 地方都市での地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送ｻｰﾋﾞｽ
開始に伴い、ﾃﾚﾋﾞ買替が予想される。

②

図表 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? (2/5)

10年前の消費税増税前の駆け込み需要で購入した家電の買替時期到来、平成18年度実施イベント等による需要
増加など「省ｴﾈ製品買替」への社会的な追い風があると考えられる。
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108詳細篇1-3 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? 

図表. なぜ取組4 ｢省エネ製品買替｣に注力するのか? (3/5)

例えばエアコン・冷蔵庫の買い替えについて運動を展開しない場合と、運動をH19年度まで継続して実施した場合の2
つのパターンについて、CO2削減量のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを行なう。

※1 日本冷凍空調工業会調べ
※2  環境省調べ
※3 内閣府「主要耐久消費財の買替え状況（全世帯）平成16年3月実施調査結果」より
※4 NationalのHP「買い替えエコ診断」からNational製品の値を引用

CO2削減ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの前提条件（ｴｱｺﾝ・冷蔵庫の場合）

消費電力量
(kWh/年)

10年前(平成8年)
の平均型

現在(平成18年)
の平均型

現在（平成18年）
のﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ型

0

1,000

2,000

3,000

1,386kWh
(10畳型)※4

1,033kWh
(10畳型)※4

802kWh
(10畳型)※4

●平均の年間販売台数
- ｴｱｺﾝ ：805万台 (平均出荷台数700万台※1に対して平成18年に

予想される特需分として15%を追加)

- 冷蔵庫：506万台 (平均出荷台数440万台※2に対して平成18年に

予想される特需分として15%を追加)

●本運動による年間販売台数
- ｴｱｺﾝ ：700万台＋56万台

（年間販売台数の7%が新たにが購入されると仮定）

- 冷蔵庫：440万台＋35万台
（年間販売台数の7%が新たにが購入されると仮定）

●平均使用年数 ：10年※3

●CO2排出係数 ：0.36kgCO2/kWh

●ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ上の仮定

-本運動での集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ及び企業連携等により家電購入者の75%がﾄｯﾌ
ﾟﾗﾝﾅｰ型を選択すると想定

エ
ア
コ
ン

冷
蔵
庫

1,320kWh
(455㍑)※4

290kWh
(404㍑)※4

150kWh
(405㍑)※4
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詳細篇1-4 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? 

図表. なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? (4/5)

平成18年度にｴｱｺﾝと冷蔵庫を省ｴﾈ製品に買い替えた場合、年間約96万ｔのCO2が削減量が見込まれ、それぞれ10
年間使い続けた場合、約960万tのCO2削減効果が見込まれる。

平成18年度運動展開では合計約960万tのCO2削減が見込まれる

H18年度に買替した場合、

10年間で約960万tの

CO2削減が見込まれる

CO2削減量（万t）

毎年約96万t
のCO2が削減が想定される

平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年
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詳細篇1-5 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? 

運動が定着した場合、

10年間で5,280万t
のCO2削減が想定される

CO2削減量（万t）

図表. なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? (5/5)
定着化した場合、10年間で5,280万tのCO2削減が見込まれる

「省ｴﾈ製品買替」が定着化した場合、毎年新に約96万t削減されることに加え、前年までに買い替えた製品の削減量も
累積される為、10年間で計5,280万tのCO2削減が見込まれる。

定
着
し
た
場
合

実
施

平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年

1年目に買い替えた
製品のCO2削減量

2年目以降に買い
替えた製品のCO2
削減量


